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parathion>TEPP>sulfoITEPP.(Tat,1占.7)

7) Peroxidasewasactivatedbythetreatment∫
IVith organophosphorusinsecticidesIIlnlike-the

c･lSCOf2.4-7),Theeffectofp.lmthioncontinued

llntilthelaterst.1.qCOfthec叩erimcnt,I)Illth上

ofTr:l〉Porsulfl)-TL･:PPWcrctrecoi･creEl.

8)●Thcrc Was nO rem.･lrknhlc .ch.lnLyCもOr

moistllreCOntentinalltlletrC.ltmCtnt.(T.lhlc8)

From theresultofthe ahol･ee.YPCrimcnt.it

mayhethatthebiochcmicalactivityonsweet

Potat(Ill,;tSmostStrong intheIre;ltmentlVith

'pamthionandthenfollowsTEPP.^ctivityof

sulfo-TEPPlmSCOmParativelyslight.

ontlleI.ethalELrectofSomelnertPtllvifized I)uststoAdtlltsoftheAztlki

Bean W eevil, CaZZosobrlLChlLS ChilleTTSL'sL･,tinderIIiLrerentRelative.Etlmi dities.

sttldiesontheLethalEuectofSo-callednlTlert"PtllvirizedDusttdlnsects.vI.

sumioN Ô̂ Ŝ W･､(TakciLa7)oratory,lnstitluteforChemictllJミesearch,KyotoUniversity.

Takatsllki,Ohsaka)･】くeceivcd Oct･30,19･14･BolylL-KagL7hul9,127I130,1954.(With

Engl]'shrdsllmi,130).

22 ことなった関係湿度条Ll*下における 2,3不活性物矧 数粉のアR･キゾウム･i,の成

虫にたし､する致死作用につし､て｡いわゆる不活性物質微粉の昆虫にたし､す る致死作用

にかんする研究｡第 6報｡長沢純夫 (,京都大学 仰 l'･,TW･究Vrp-W 研究笠)29.10.30.受現.

1
微粉の水分含有丑を一定にして,作用環境の関係;I.q犀をかえ, これらのアズキゾウムシの
成虫にたいする致死作用を検すると,三男度の低下にしたがって,お ▲むね作用程度は増大

するが,その傾向は微粉の筏矧 こよっていちぢるしくことなるOいま致死の重厚Blを袋角

皮の原過傷において考えると,こらした作用傾向の相違は微粉の昆虫体表角皮ををづつけ

る程鼠 傷痕の私 あるいは水分を空軍する様相の差異などに基因して体水分の失われて

行く様相がことなるためであると解持される.

Ⅰ.緒 言

さきに郡若く7)は水/JIl,I-JJ.Tlとのことなる脱化f糊…硯相

のアズキ･/ウムシの成山にたいする‡抄E作川を,-'Jii

の関係湿性環始条n･･下に.J･3いて邦 灸した約月王をしろし

たが,木掛こねいてはこれとは;It:llこ,水分弁才)-ILtを一

定にして仲川至;iEBの関係mLq:･ない7)いろかえて穴験を

行った約月さなかかげTI:千のLB･窮をおこなうこととする.

ⅠⅠ. 突 放 材 料

(I) 不活性物質祖粉 ここにしろす川俣長石,

三石クレィおよび村上純fli･和Tf批 Lは,それぞれ福島

Lr.7.･伊J'甜r'川(ユ岬T.1馴 l爪和L∈耶三Ti町I,･よび研削 t光

耶柑Lr'PI町村流-lfゆ もので, いつ'れも仰 J前 1'ylcr

のLl:即!?,331).-,メツシ:tを会式せしめ,110oC のうt;..EfS陀

燥許に5時間入れて水JJJを放迩したのも,肘 ヒカルシ

'サムをもちいた乾燥器にlt*-lf'･したものである｡

(2) 供試昆虫 第1報 5̀'記載のそれとおなじで

ある｡

11Ⅰ. 実験装置と方法

茄2相 G̀'記椛のそれとおなじで,湿度 30oC,関係

湿圧は塩析の近飽和溶液をおよび水もって73,91およ
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ぴ 100%の3段間に調節した.

エV.実 験 ･結 果

穴政の結欠を来示すると第 ユ表のごとくである｡な

おこれは1949年12月から1950年2月にいたる期間

におこなった失敗の一部である｡

V..考 疲

まづ約1尖の結果を整理すると,妨2表にしめすよ

うな放tp'iなえる｡妨2寂の環境の関係湿度 H と,中､

火致死時間P との関係を図にうつしたのが第1図で

ある｡那2-3iあるいは第1図をみればあきらかなよう

に,いづれの役粉にあっても,低湿度窮境条件下にお

けるほどァズキtJ'サムシにたいする致死作用は大きい｡

こうした叫只はすでにChiu(1),DavidandGardiner

(℡),GcrmerO),Hunt(一),長沢(5)らによっても報告さ

れているが,いまかりにあるひとつの級粉によって昆

山の炎tfJ段がきづつけられる程度が,いづれの関係湿

性現出条件下においてもおなじであるとするならば,

作水分の炎失する割合は,当然低湿既環境条件下にお

けるほど大きくならなければならない｡そのような条

作lJにおかれた被粉個体が,苗湿度環境条件下のそれ

上t),すみやかに死滅して行くということは,これよ
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Table2. Charaetcrjsticsoftim,C-mortalityregressionlineofadultsoftheazukibean
lVeeVil,CoZLosob,tLCIJ-∫- hiTTC"St'sL.,treatedwithpowderofKalVamatafelsI)er,Mitsuishiclay
andATurこIkamiclaytlndcrrelativehimiditics73,91andlO0%.

lncrtdust ]くChtivchumidity′′ Sex 7{egressioncoc代cientb Standard･deviationq ･Medianletha1time･宇(day)

ぬ Vヽamata . 73 ? 0.634 1.578 6.62

8 0.713 1.403 4.67

91 ? 0.622 1.608 ラ.47
･felsper､ 8 10.867 . 1.153 6.61

100.. ? 0.504 ･ 1.984 ■7.55
8 0.702 r.4L_75 7.r)5.

Mitsuishi 73 .早 0.654 i.529 [;.90

8 0.7甲 1..300 4.6IJ

91 ? 0.578 i.731 0.63
clay 8 0.86こI 1.1(;3 5.13

loo . 早 - 0.557 1.797} 7.64
8 0.571 1.7批 6.8LI)

T̂urakami 73 ? O.555̀ 1.80:I :i.21

8 0:727 1.37L-) 2.04

91 中 1.∩41 0.一一61 r).Ei;-)_
clay 8 0.769 1.30O rJ.18

100 ? 0.7ニ20 i.3S!I 0.1'..,

りまた当然の結果であるというべきであろう｡いづ九

にしても昆虫が作水分を喪失することが不活性物只微

粉によってもひきおこされる致命的な2次症状である

と判断される.それゆえ,市湿度環境条件下に被粉桐

休を保持することは,この2次症状のひきおこされる

ことを投分なりとも連延せしめている粘朱といわれえ

よう｡Chiu(I)は 70% またはそれ以上の高配蛇環Er

下では,不括性物冗微粉の致死作用が急速姥に低下す

ることを報じ,牝螺が不活性物符によってひきおこさ

れる致死の1囚であるとしているOそしてHL=虫は多丑

の脂肪や蛋白質がなくなってもなお生存しているのに

かlあらず,少Ltの水分がうしなわれただけで托がも

た.らされることをのべている.lIunt(4)はこの致死を

もたらす水分Rt失Tutの恥界はiILi虫によE)ことなること

をしろしているが,GermerMはお よゝそのところ.

作水分比の約 .'m,..'をうしなえば死滅することをのべ

ている｡ところで妨1回にみるように,和粉のLTi矧こ

よって現地のBgtftLtも亘蛇と致死咋liT)との閃鼠 あるいは

畔桃の感受性の程蛇がことなっていろ｡これはおそら

く,それぞれの紋粉の上己山作炎をき.3'っける程度,掲
出の形,あるいは水分を軒耽する様相の道央などによ

って作水分のうしなわれていく状態がことなるためで

あろう｡

VI.摘 要

川伏長石,三石クレイおよび村上絹雲母貿粘土微粉

の水分舟-IfLiをJji!にして,作用環境の関係湿度をか

えて,それらのア71'キ･)'ウムS,にたいする致死作用を

災験枚討したOその結果,致死作用の程度は,湿度の

成下するにしたがって増大するが,その傾向は敬粉の

種顎により,また被験昆虫の性によってもいちぢるし

くことなることをしったbこれは級粉粒子の昆虫体表

皮をきづつける程犀,侶7ftの形,あるいは水分を焚取

する様相の基異により,作水分の失われて行く様相が

ことなるためであると解釈される.
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Ⅰくesumg

ln thispaper,the lrriterdiscussed onthe

relationbetweenthelethaleffectsofpulvirized

dllStSOfKalVamatafelsper,Mitsuishiclayand

Murakalniclay to adultsoftheazukibean

lVeeVll,.CaZlosobrlLChzLS Chinensl's L..and the

relative humidities of the environment･ It
sllOIVedthattlleloll,ertllerelatiヽ,ehumiditythe

higheristhelcth;tleLrectofdusttムtheazuki

bean weevil. Butthetendency ofthislethal

actionwasnotequalinalldusts.ThisdiLrerence

isconsidered tobeduetot】lerateOfユussof

body lVater throl】gh the eqlCuticle greatly

in8uenced.bytheabrasiverateofdust,'thcshape

ofwoundorthedesiccatingactionofdust.

ApplicationofAer?solforhsecticidesl1.Determi nationoleAerosolConcentration

for Pest-Control.WaichiroFtTRUBAYAsIIr,AkiraMoTOh.0(Nasu-1iussan-KaihatsuCo.

Ltd.)lieceivedOct.4.19L'-4,Botyu-Kagah'L.19,1301954(withEnglishrisum6I,34)

23 殺虫剤 としての煙霧質の利用 Ⅰ.防疫煙霧剤の使用塁決定につし､て 古林和一郎,

本町鬼 (邦貌物産閑薙株式会社)29_･10･4受理

t)ンデシを煙霧質として便甲する際の使用丑については,専虫の種甥,･室容積以外に煙霧

質の渦動拡散速度も考慮に入れるべき<あって審虫の生存環掛 こ応じて実用殺虫濃度に有

効港塵倍数を燕じて使用する事が必要<ある｡

JJ-i･il･i:生薬,防控剤の新しい班川形式として acrosol

(畑41㍍て)で位川する叫が広く行われる様になった｡

aerosolというのは気体の小に固体又は液体の徴細な

粒子が浮扮してゐる物門系である｡一般に-Tつの柏が

役粒子で他の一つの和の小に浮浴して居る様な状態は

colloid(膠盟)と呼ばれるので気膠だと呼ぶ叫もある.

次に煙誘質の牛判ft:を挙げると, 1.恨詔質では分散

系である気体と分散相である彼粒子とのlL盲】の常既の差

が著しく(1)安宅姥が悪 く気体が静止して炉:･る域合には

粒子が詔力によって漸次沈降して行 く傾向が強いo

lJ.焼誠jHlでは気体の分子と分子との距離が波川このそ

れに比べて大きいので徴粒子の Iirown運動が括漁で

ある｡そして紋粒子相正の餌突,役粒子と壁両との細

宍が起る較会が多くこのために粒子が立に附帯して大

きくなり又はき退出に附蔚する｡従って粒子の数が速か

に減少して数時rLuもすれば無くなるのが普通である｡

3.芯地17の微粒子の滋径は普通 1-0･lFl程比であ

るが lO/̀ 程比のものもある.4.放粒子の常圧は同

一物質の捌 イこ叉は液体の'if.瀧 の約 1/10程度である.

これは壇協粒子が位iJJにLLI来た粒-I(･の結合で多孔質での

層 状のものであること(空)を示して居る｡5.枚粒子は

相対 した二つの壁があって二万の壁が任温既にある時

その間を通すと拾い方の壁に附茄する｡叉性の申に熱

い物体を入れると解団に!.Q憶の茎問が山来る0 6.械

粒子の大気中の拡散は主として大気中の渦動によって

(I)梗準状態で空気の密匠は0･0012g/cmてである

那 .I,-13HC の結晶は約 2g/cm3 である｡

1こiO

一

文配されるO分子運動による拡散は之に比べると榔め

て少ない ｡7.繊細なFlli折路を通過a･しめると蝿i･ri相.
子は気体分子より通過し易い鰍句07があるi

次に駐近朽奴の建議生成剤に於てはそのuiHJl山王iji
に告虫q)柾現と室容的とによって延めてFIT.1･るが,之に

対 し大阪府衛生部の膝戸氏(4)はナンキyムシ.イエ〆

二等の駆除の場合にこの方法で班用lJrnLを決'ji!すると'JJ'

効な薬剤をタ.無効と誤認する危険のある叫を述べて灰ろ｡

これに対 し言だ者等は(I)詔山してG:･る対象fiI一山を托減せ

しめるに足る概芸域豊姥 (g/m3)を決め次に (2対 象u

虫がJIf任して肘る処に到蔚する焼誠のiJ2姥と_完i･-汀Jj全般

の濃比との関係を調べて,その環塊で血休に7J'.''Jyiに7)TJ
ln'の殺虫濃既の焼誠を坊姐せしめるために構成 しなけ

ればならない煙誠潰姥 (g/m3) を決Eji!する. Lkrにこ

れに(3)塊誠の拡散を=(,lrJ]する容抗を乗 じて仙川薬ILtを

決定する.(4)必要があればbRiに焼謎の流失その他を的1
促して薬丑の増城を行うという方法を探ってI,.ilる.

輩者等は(1)の波圧を実用殺虫濃度と呼び(ヱ)の91際に

構成を要する濃姥が宍用殺虫濃蛇に対する(.Lt.数を有効

濃度倍数と呼んで居る｡対象告虫が大気中に柁目して

Lf;･る場合には-jJ.効汲蛇紙数は1である0

本掘割まn:岩等が .)'yデン煉詔Tf(5,について上記の

方法 6̀'を川いて7.-fiた結果の概要と将三掛',JuJ'r･旭 丘亡べ

(5)./-13lIC の雌簸化には ))yデy姐荘剤 rネオ･

キルモス｣及び ｢キルモス｣筒を用いた｡

(6) この方法は古林が瓦斯防護のための気款の研究

に当って一時瓦斯 (気体又は煙薪質の苛正斯)の効力

の判矧 こ用いたものである｡


